
Virtual Moon Atlas で再現した、道⾧が見上げた望月

『小右記』( 写本 ) の “望月の歌” 該当箇所
Credit:国立公文書館

『紫式部日記絵詞』に描かれた藤原道⾧　Credit:藤田美術館
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『紫式部日記絵巻断簡』に描かれた中宮・彰子 ( 中央右の背を向けている女性 )
手前の男性が藤原道⾧、中央左の赤子を抱いている女性は道⾧の妻 ( 彰子の
母 ) 倫子、抱かれている赤子は敦成親王 ( 後の後一条天皇 )。

『御堂関白記』( 複製 )　Credit:国立歴史民俗博物館



↓

↓

Virtual Moon Atlas で再現した、2024 年 11 月 16 日の満
月

コペルニクス・クレーター（青矢印の先）とケプラー・クレー
ター（赤矢印の先）の周囲に見られる光条

平塚市内のお宅の十五夜のお供えの例
お月見は今でも続く月を愛でる風習の一つ。お供え物には地域色が
あり、平塚など神奈川県西部から北部では豆腐を供える風習がある。



藤原忠通肖像（『天子摂関御影』第 2 巻より）
藤原忠通は藤原道⾧の子・頼通の曾孫。摂関政治が形骸化
していた時代にあって、院の近臣や平氏と巧みに結びつき、
その地位を保ち続けた。その後、豊臣秀吉などの例外を除
き、原則として彼の直径子孫（いわゆる五摂家）のみが明
治維新まで摂関を独占することになった。

豊臣秀吉像
秀吉は 1585 年、形式上は近衛前久の猶子として、藤
原氏以外で初めて関白に任官した。日本史上、初めて
関白の職に就いたとされる藤原基経以降、断続はあれ
ど千年近く関白は置かれ続けたが、藤原氏以外で関白
となったのは秀吉とその甥である秀次のみである。

ソ連（当時）の月探査機ルナ 3 号が史上初めて捉えた月
の “裏側”

アポロ 8 号の乗組員が撮影した 「地球の出」　Credit: NASA

# 道⾧と同じ月を見上げよう
アルテミス計画で月に降り立つ宇宙飛行士の想像図　Credit: NASA


